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厳寒期の鶏舎内の環境がどの様左状況にあるかゾその実態を把握するため十亡、さきに調査を依頼した下記養

鶏場についての視察を行った。その際各養鶏場の環境~，j査を実施した。

調査対象養鶏場

所在地 調査農家番号 日 時

奈井江町 昭和 41年2月 5日 14:10---14:35 

東 川町 2 " " 4日 14.10---15:10 
東 川町 5 

" " 4日 16:00--16:45 
愛 別町 4 11 " 5日 1 0 : 3日--1 1 : 1 5 
愛 別町 5 " 11 5日 12:30---13:00 -1時押外白気温湿 アスマン通風乾湿計

測定器風速 アネモマスター熱線風速言十
ι -， 

照 度 東芝照度計

炭酸ガス濃度 北川式全よび理研式炭酸ガス言十

ビニーノレ鶏舎は建設費の低廉左ととが魅力的であb、近年その普及に著しいものがある。われわれの調査を

実施した地方VC:;f，-"いても、大半はビニーノレ鶏舎であると云われるo夏期はビニーノレを取b除くことによって1

外気と全く同じ環境VC:j;-，.いて飼育するととが出来、秋の寒さのbとづれに従って除々にビニーノレで覆う方法が

とられ、冬期間は積雪の中K埋もれてしまう。多量の水分の消費と発散の行われる鶏舎K玉、いて1 ビニーノレ鶏

舎内の湿気Kよって飼育がそこ左われまいだろうか。近年の多数羽飼育が普及しつつある現在、との様左状況

で拡大化された場合、果たして安全左養鶏業を営むととが出来るであろうか。関係者の大き左関心を寄せざる

を得左い様左危険性を感じさせるものがあった。特K冬期間は半年以上の期間Kわたって劣悪左環境下Kなか

れているわけであるから障害が非常K多いであろうと予測された。しかしと込数年継続的K養鶏をビニーノレ鶏

舎で実施している割Kは、その障害が目立ってい左い様K感ぜられたのは意外であった。このととはしかし左

がらビニーノレ鶏舎がよいと云うととを意味しているので左しわれわれの予測とずれがあるととで鶏舎の環境

は決してほめられたものでは左いことは云うまでも左い。勿論環境の悪さからくる病気の為K廃業したビニー

ノレ鶏舎が多数あるととも事実である。

まず寒冷地忙なける養鶏に幸いしていることは寒さがはげしいためK、冬期間は爆発的伝染病の発生が抑制〆

されている ζ，とであるo とれは伝染病の素因が皆無を意味するもので左し伝染病発生の素因は充分ととのっ

ていると見てよし現在の規模程度ではたいして問題と左ら左いであろうが、急速K飼育羽数が増加しつつあ

る将来多分K危険性があると考えられる。
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現在は殆んどがクージ養鶏であb、土問とクージが適当左間隔をむいていることは鶏相互の接触も少〈、鶏

糞との接触も少〈左る為、伝染病の伝播が抑制されるが、多数羽飼育K向って群飼や平飼K現在のビニーノレ養

鶏法が適用されることは極めて危険と云わ左ければまら左い。

鶏舎の換気および水分の移動

鶏舎の環境改善にとって換気は極めて重要左要素であb、経営者はその必要性を漠然主認識しているにも

拘らず、換気をすると舎内温度が低下するため、それをむそれで、殆んど換気が行われてい左いのが実情であ

ったo 密閉された鶏舎内に多数の生物が呼吸をしてい左がら換気をし左いととは環境空気の劣化Kつ左がD、

湿度の増加、炭酸ガス、アンモニヤガス増加をもたらすととが考えられ、'結果的には伝染病の伝播を容易にす

るものであるが、厳寒期の舎内空気がどの様左うどきをするか考えてみる必要があろう。

鶏は成鶏 50 0 kgについて毎時 3，0 0 0 KCasの放熱と1.6 .eの水分の放出が行われると云われる。と (VCこ

れだけの水分が舎外K換気放出されるとと左く密閉される場合には、舎内K著しい水分が空気中K蓄積され、

飽和K達すれば、それ以上の水分は水滴として舎内天井、又は壁に結露の状態としてあらわれるO 或る時刻の

空気中の湿度はこの時の温度になける最大飽和蒸気圧に対ナる蒸気圧をもってあらわされ、単位容積の空気中

K含まれる水蒸気量をもって絶対湿度と呼ばれるが¥温度が低下するにつれて露点温度VC;J;-'ける絶文オ湿度は次

第十て小さく左る O

相支す湿度 100婦で 20 Ocとー 20 Ocの絶対湿度を比較すると、それぞれ 1，4 7 5 x 1 0 -2 kg /勾f 、

7， 7 4 4 x 1 0 - 4 kg / kg' と表わされ、-2 0 Oc VC;J;-，ける水分量は 2OOcのそれの実VC1 9分の 1VC相当し、

外気の水分含量は極めて少いので『あるから、外気の導入を行って舎内湿度が高く左るのを緩和することが出来

ると云える。しかし、室内温度も低下するので、出来る限bとれを防ぐためKは鶏から発生する熱量を舎内気

温の昇温に利用すべきである。

実態、はどうであるかと云うと、 Iビニーノレ鶏舎に長いては、日中太陽光線の入射は或る程度利用出来る刻、低

温の外気とビニーノレだけで隔たってなb、放熱は極めてよし換気が行われてい左い場合Kは、ビニーノレK通

気性が左いために舎内の湿気は外部に出左い。

毎秒絶え間左〈発生する水分と熱量はどう左っているかと云うと、熱は無効に外部に放散し、水分は舎内K

蓄積され、ビニーノレ壁左いし天井Kむいて飽和解態の湿度 10 0婦に達した水分は結露とまってあらわれ、天

井、ビニーノレ壁をったわって、木部をぬらし、たれ下って地中K浸透する。

したがって舎内は常に低温でしかも多湿の状態にある。また水滴はビニーノレをつたって地面に達し、酷寒期

は凍結し、地中K不逗詠層をつく b、飽和した水分は床をぬらして、次第K鶏舎の内部に及んでいる。との水

分は一部は戸外K流出するとしても大部分は蓄積の状態にあ夕、鶏糞の乾燥を抑制しているo
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との様K舎内にないて発生した熱と水分は図.VC示すどとし熱は舎外に不必要に放散されて舎内温度を低下

させ、水分は冷却面で結露水滴と左つであらわれ、 トタン屋根やビニーノレの冷却面は除湿の役目を果しているo

ζの様に飽和に達した水分は水滴と左フ百也面K到達除湿されるために、舎内の湿度は一定値与Lとには左ら左い。

また換気除湿が行われ左い状態にあって、舎内温度を高める場合にないても空気中の水分量が増加し、相対湿

度も相変らず高いことKは変bがない。

鶏舎の環境空気を最も理想的にするには、鶏から放出される熱を舎外K無為K出さず¥空気の保温K費し、

外気の極めて低い絶対湿度の空気を舎内K導入して鶏から発散される水分と混合し、戸外に放出するo もし完

全に断熱された鶏舎にないて鶏を養う場合Kは、酷寒期vc;t.，.いですら、十分に換気を行づても、舎内温度を高
く、湿度を低く保ヲととが出来る。

換気扇なよび換気口の設備されているものは極めて少しまた換気筒左いし換気口があってもその効果は殆

んど認められ7まい状況にあった。す左わち殆んどの鶏舎は換気を無視した養鶏法であると云えよう口勿論ビニ

ーノレ鶏舎そのものの作b方等Kょb隙間風も相当Kあるため全然換気が行われてい左いのとは異るが無風時k

bいては殆んど行われてい左いと見て差支え左い。

調査を行った時刻は日射もあb、 1日中にないては比較的温度の高い時であるため、湿度も幾分低目である

が、測定時刻の舎内外の水分について少しふれよう。

先に述べた如く、外気は低温で単位繍中の水分も少〈、絶対湿度であらわれ約 O.0 0 2旬/均九得ら

れたが、一方舎内は水分の発散も多く絶対湿度も当然多く左つてなb平均約 0.00 4 kg/旬f と約2倍K左つ

ている。

調査農家 1 - 1 1 -2 2 - 1 2-2 5 4-1 4-2 5 

鶏舎材 ビニーノレ ビニーJレ フロック ビニ-}レ ビニーノレ ビニーノレ ピニーノレ 板壁

測定時刻
7可.---百U 1 4 : 3 0 1 4: 00 14: 3 0 1 6 : 20 1 0 : 50 1 1 : 1 0 12 : 3 0 
~14:20 ........14 : 50 ........14: 30 '""-'1 5 ; 00 '""-' 1 6 : 4 5' ......... 1 1 : 1 0 ......， 1 1 : 40 .......1 3 : 0.0 

外気温度c 4.4 - 4.4 -7.9 -8.0 -8. 6 

外気湿度# 7 7 8 3 8 3 6 0 6 9 

舎内温度℃ 6.6 6.6 6. 1 3. 9 ろ.9 1.3 0.8 3. 7 

舎内湿度骨 8 9 8 6 8 6 7 8 8 0 8 5 8 3 8 5 

炭酸ガスヲ6 0.2 4 5 0.0 8 0 O. 1 8 0 O. 1 2 5 O. 1 4 5 0.2 0 0 

環境度絶対
湿比

1. 3 5 1. 3 0 2; 1.8 1. 0 8 2.3 7 3.0 2. 8 3 3.0 

表に示された環境絶対湿度比〈環境劣化示度)vc対する解析が十分左され合吐いが、環境のわるさを示すー
っの手がかDと左るが、この値の大きい鶏舎は、経験的Kも劣悪な環境にあることが感ぜられる。したがって

舎内外の気温b よび湿度を担旋するととによヲて、環境改善K役立てることが出来ると云えようo

われわれが利用した空気線図をこ斗に紹介しよう。これはアスマン通風乾湿計又は乾球湿球式湿度計を用い

て舎内外の気温かよび湿度を測定すれば、その状態の絶対湿度を算出することが出来るものである。横軸には

気温、縦軸K絶支す湿度が示され、太い曲線は露点温度に達した湿度が示されているo これに平行左曲線は相対

湿度と左っているo 現在の空気の状態はどこKあるかを容易にとの図表に求めることが出来る。この図に舎内

外の空気の状態点を 2点プロットし、直線でこの 2点を結び、もし舎内空気と舎外空気の混合量が半々であっ

たとするととの直線上の中点が混合空気量の状態を示すO もし外気 3，舎内空気 7(合計 10)の割合であっ

たとする左らは¥この直線の外気側の点から直線C長さの 3/10が混合空気の温度、湿度の状態を者長?とと
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と左るo この様左方法Kよって測定値にもとづき、許容される最低温度に到達する迄は出来る限b換気を行い 1

環境湿度の劣化を改善すべきであるo

今回の調査に長いても測定時刻は日中C比較的気温も高く、日射もあったため、鶏舎内の環境としては一日

中で最コもよい時刻に相当していたo これが夜間争よび朝K沿いては極めてわるい状況にあるであろうと云うこ

とが想像されるo したがって換気等によって環境を改善するとしても時刻によって換気量を調節するととが必

要であろう。

とれからむ養鶏法にむいて多数羽飼育に向う限b、強制換気を行わ左ければ決して環境改善をすることは不

可能であb、北海道の如き寒冷地にあっては、との点を解決し左い限b、犬養鶏場は極めて危険であると云え

よう。
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